
こでまり　発達支援プログラム

子育てステーション　こでまり

令和6年10月1日

　平日　　 10：00～19：00（開所時間　13：00～18：00）
学校休業日　9：00～18：00（開所時間　10：00～16：30）

　平日　　　来所→学校等までの迎えあり　帰所→保護者のお迎え
学校休業日　来所・帰所→往復事業所の送迎あり

内部、外部の研修・定期的なミーティング

夏祭り（保護者参加型）お楽しみ会（保護者参加型）
こいのぼり制作・七夕制作・川、海遊び、節分ゲーム等

〈事業所における支援内容〉 〈具体的な活動例・想定される場面〉

●日ごろから子どもの様子をこまめに共有し、いつでも気軽にご家族が安心して相談できる場を提供する。

●ご家族も参加できる行事を設定し、成長を共有したり、他のご家族とも交流できるきっかけ作りを行う。

●ライフステージの切り替えに伴う将来的な移行を見据えて、情報を交換・提供できる場や相談できる場を設ける。

●遊びや活動、生活の中で距離感を学ぶ機会を設定し、人との適切な関わりができるよう支援す
る。
●様々な経験を通して、自分の得意なこと、好きなこと、苦手なこと等を知るきっかけを作り、自
己理解を深められるよう支援する。
●小集団や個別の遊び、活動の中で成功や小さな失敗をしながら経験を積ませ、集団参加ができる
よう支援する。

○定期的な面談
○突発的な困り事の相談
○連絡帳やこでまり通信を通して様子の発信
○保護者会やこでまりCafeの開催
○夏祭りやお楽しみ会の開催

○保護者会やこでまりCafeの開催
○関係機関との情報共有や会議等
○小学校から中学校へ進学する際の準備(HP等で一緒に情報を見たり、中学校の様子を伝える等)
○進級、進学に関する相談

家族支援

移行支援

発達支援

【基本情報】

【支援内容】

行事・季節の活動等

職員の質の向上に資する取組

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニケーション

営業時間

作成年月日

事業所名 事業所理念

～こどもにとって～
◎安心安全の場　◎自分を知り、自分の存在価値を認めることができるようになる場
～保護者にとって～
◎やすらぎの場　◎心のよりどころとなる場
～スタッフにとって～
◎学びの場　◎自己研鑽の場　◎成長の場

地域支援
地域連携

●必要に応じて学校や関係機関と連携を図り、情報を共有することにより、利用者やご家族がよりよく過ごせるよう支援する。
○担当者会議等
〇関係機関との情報共有

送迎の有無 支援方針

　小集団での活動や遊びを通して、コミュニケーション力・ソーシャルスキルの向上を図
り、お子さん一人ひとりの特性に応じた支援をします。
　保護者様の要望に応じて、学校や関係機関と連絡、相談をしながらお子さんやご家族の
メンタルサポートにも力を入れています。

○言葉を使う活動（例：カタカナーシ、ワードウルフ、しりとり、狩歌、なんじゃもんじゃ等）
○振り返り時の発表
○活動、自由遊び時の利用者同士の会話
○トラブル時の対応
○活動やおもちゃの選択、要求
○困った時の援助要求

○来所時の健康観察、食事前の手洗い・うがい
○気温や状況に合わせた衣服着脱の声かけ
○借りたもの、おもちゃの片付けの促し
○自分の荷物の片付け・準備
○トイレや洗面所使用時
○おやつ、食事（学校休業日）

○制作活動（例：プラバン、ポンポン作り、こいのぼり作り、凧作り、どんぐりアート、栞作り
等）
○粗大運動（例：トランポリン、スイング、鬼ごっこ、サーキット、玉入れ、的あて等）
○感覚遊び（例：新聞ちぎり、川・海・水遊び、粘土、スライム作り、キネティックサンド等）

○事業所でのスケジュール提示
○写真、絵カード等の使用
○来所時の時間記入
○活動が切り替わるタイミングのタイマー使用
○パニック時や情緒が不安定な時は段ボールや布、スクイーズなど必要に応じて使用

●自分の体調の把握、身の回りの清潔を保つ、衣服の調節を行う、使ったものは片付ける等基本的
な生活習慣を獲得できるよう支援する。
●おやつや食事を通して、基本的なマナーを伝える。様々な食感や食材を味わい、みんなで食べる
ことを楽しめる環境を提供する。

人間関係・社会性

●手先を使う活動、体を大きく動かす活動を取り入れることで、体の様々な使い方や動かし方を学
ぶ機会をつくり、集中力の向上や動きたい気持ちの発散を目指す。
●遊びや活動の中で様々なものに触れる機会を設け、感覚刺激を楽しんだり受容の幅を広げられる
よう支援する。
●必要に応じてイヤーマフやパーテーション等を用いて感覚の偏りに対する環境調整を行う。

●スケジュールや活動内容を提示することで見通しを持たせ、安心して生活できるよう支援する。
●時計やタイマーを使って、時間を意識する機会を設け、時間の概念の形成を図る。
●クールダウンができる環境(個室や段ボール等)を用意し、パニック等にも対応する。落ち着かな
い時の対処の選択肢を増やすことを目指す。
●学習時、必要に応じて具体物(算数ブロックや時計等)を使用し、数量や大きさ、時間等における
概念の形成を支援する。

●活動や遊び、生活の中での会話において、言葉を使うゲームや意図的な質問、話題提供等行いな
がら言葉を使う経験を積ませ、語彙力やコミュニケーションの向上を図る。
●利用者同士で様々な関わりができる環境を設定し、個々の言葉の発達を促す。
●生活の中で場面に応じた言葉の使い方を練習する機会を設け、意思表示や要求等の表出を目指
す。

○自由遊び時の利用者同士の関わり
○体験活動（例：お買い物、夏祭り、ミカン狩り等）
○やりとりを意識した活動（例：長縄、コインじゃんけん、アメリカンドッジ、プラレール、風
船バレー等）


